
News Release 

 

AstraZeneca PLC 2016年第 4四半期・通年業績 
業績は予想通りに推移、2017年は決定的な年になる可能性が 

 
 

ファイナンシャルサマリー 

  2016年通年 

  
  
  

2016年第 4四半期 

  100万

ドル 

% 増減 100万

ドル 

% 増減 

  CER1 実質 CER 実質 

総売上高 23,002 (5) (7) 5,585 (12) (13) 

製品売上 21,319 (8) (10) 5,260 (15) (15) 

社外提携収入 1,683 59 58 325 77 69 

        

報告ベース営業利益 4,902 9 19 2,533 n/m n/m 

中核営業利益 2 6,721 (7) (3) 2,026 15 30 

        

報告ベース 1株当たり利益 (EPS) $2.77 9 24 $1.46 93 n/m 

中核 EPS $4.31 (5) 1  $1.21 9 29 

        

 

 製品売上の減少は、主に米国のクレストール後発品の市場参入の影響を反映しています。

クレストールは特許満了を迎えた最後のブロックバスター（売上が 10 億ドルを超える

大型製品）3ですが、今後、当社は多くの後期パイプラインに関するニュース配信を控え

ています。 

 通年のコスト管理は、ビジネスの形の進化を反映し、良好に進捗： 

- 報告ベースおよび中核研究開発費はそれぞれ 2%増の 14億 200万ドルおよび 5%増

の 56億 3,100万ドル（Acerta Pharmaおよび ZS Pharmaの研究開発費の吸収を含

む）。 

- 報告ベースおよび中核販売・一般管理費はそれぞれ 12%減の 94 億 1,300 万ドルお

よび 9%減の 81億 6,900万ドル。 

 通年報告ベース EPS は、買収関連負債の再評価を反映し 9%増の 2.77 ドル。中核 EPS

は総売上減少により 5%減。 

 1 株当たり 1.90 ドルの第 2 回配当が公表され、年間配当は 1 株当たり 2.80 ドルに。取

締役会は当社の累進的配当方針の堅持を再確認。  

 

営業ハイライト 

成長基盤は通年で 5%成長 （2016年第 4四半期：3%増）。ハイライトは以下のとおり。 

 新興市場：中国（10%増）に支えられ 6%成長し 57 億 9,400 万ドル（2016 年第 4 四半

期は 7%増）。 

 糖尿病：15%成長。Farxiga（日本ではフォシーガ）が当社最大の糖尿病治療薬に成長。 

 日本：売上は 3%減の 21億 8,400万ドル。本年実施された隔年薬価改定を反映。 

 ブリリンタ：売上は 39%成長し、8 億 3,900 万ドル。ブロックバスターに向けて順調に

推移。 

 呼吸器：2%減の 47億 5,300万ドル（2016年第 4四半期：5%減）。米国でのシムビコー

トに対する価格圧力を反映。 

 New Oncology：売上は堅調で 6 億 6,400万ドル（2016 年第 4 四半期：2 億 6,100 万ド

ル）。タグリッソは発売初年度で売上 4億 2,300万ドルを達成。  
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サイエンスのリーダーシップを達成 

パイプラインにけん引され、アストラゼネカは本年も前進を維持しました。12の新薬候補が

第III相あるいは薬事審査中にあり、これらは主にオンコロジー、循環器・代謝性疾患および

呼吸器の3つの治療領域の製品です。本年、研究開発投資の40%超が充当されたオンコロジー

パイプラインは、特にタグリッソおよびがん免疫療法プログラムにおいて、当社の予想を超

える進捗を遂げています。下記は、前回業績発表からの後期段階パイプラインの成功事例を

示すものです。 
 

薬事承認申請受理 

- デュルバルマブ – 膀胱がん (米国) 

- タグリッソ - 肺がん (AURA3 試験) (米国, EU) 

- フェソロデックス – 乳がん (1次治療) (米国, EU)  

- roxadustat – 貧血 (中国) (rolling submission 順次承認申請)  

- ベンラリズマブ – コントロール不良の重症気管支喘息 (米国, 

EU) 

その他の主な展開 
- 優先審査指定: デュルバルマブ (米国) 

- 優先審査指定: タグリッソ (米国) 

 

最高経営責任者（CEO）パスカル・ソリオの業績に関するコメント： 

「通年の業績は予想通りの結果であり、当社事業変革の進展を反映しています。当社は 3つ

の重点治療領域への焦点を更に鮮明にしました。また、デュルバルマブやタグリッソが優先

審査指定を受けるとともにデュルバルマブの膀胱がんを適応とする薬事承認申請およびベン

ラリズマブのコントロール不良の重症気管支喘息を適応とする薬事承認申請が受理されるな

ど、開発パイプラインの生産性が向上しました。競争力のあるフランチャイズや新興市場に

けん引される「新生アストラゼネカ」が台頭しつつあり、当社の基本的なビジネスは成長軌

道にあります」。 

 

「2017年は、一部の製品の特許満了が間近に迫る一方で、世界中の患者さんに新たな薬剤を

提供できることから、当社にとって転換期となる可能性があります。当社は、特にがん免疫

療法および標的治療薬の極めて優れたパイプラインから得られるデータを解明していく予定

です。本年は、がん、呼吸器および代謝性疾患に対する患者さんの人生を大きく変えること

のできる複数の革新的医薬品を上市する機会があります。当社にとって今は、サイエンス主

導のパイプラインに基づく強固な基盤を発展させ、これまで取り組んできた長期的成長への

回帰を急速に実現させつつある、非常に期待のもてる時期です」。 

 

2017年度 ガイダンス 

当社は総売上高および中核 EPS に関してのみガイダンスを提示します。本セクションの全

ての数字は恒常為替レートに基づくものです。 
 

総売上高 1桁台前半から半ばの減少 

中核一株当り利益 2桁台前半から半ばの減少 

*中核 EPSガイダンスは正規化有効中核税率を 16-20%と予想しています（2016年度：11%） 

 

ガイダンスはパイプライン進捗のベースケースの想定および次ページに記載されている膨大

な量のニュース配信を前提としています。四半期毎の業績の変動は引き続き予想されますが、

米国でのクレストール後発品参入の影響が年率化される 2017 年度の下半期には前年度との

比較は改善すると予想されます。 
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当社は中核 EPS ベースでガイダンスを提示します。買収関連債務により生じる公正価格調

整、無形資産減損費用および訴訟和解引当金を含む報告・GAAPベースの結果の重要な要素

を正確に予測することはできませんので、報告・GAAPベースのガイダンスを提供すること

は不可能です。本発表文書の末尾にある「将来予想に関する記述についての警告文」をご参

照ください。 

 

上記ガイダンスに加えて、当社は損益計算書の他の項目の指標も提供します。2017年度の社

外提携収入およびその他営業収入は 2016年度のそれを上回ると予想されます。2017年度は

社外提携収入の比率として、持続可能かつ継続的収入 4 が更に増加すると期待されます。中

核研究開発費は概ね 2016 年度と同水準であると予想され、当社は、ビジネス形態の進化を

反映し、中核販売・一般管理費の更なる削減を期待しています。これらの項目の詳細な説明

は営業・ファイナンシャルレビューに記載されています。 

 

2017年度為替の影響 

2017 年 1 月の平均為替レートおよび当社が発表した為替感度のみに基づき、通年の総売上

高および中核 EPS に対する為替変動のマイナス影響は 1 桁台前半であると予想されます。

為替感度の更なる詳細は営業・ファイナンシャルレビューの項に示されています。 

 
注： 

1. 特段の記載がない限り、伸び率およびガイダンスはすべて恒常為替レート（CER）ベース。 

2. 中核財務指標および中核ベースから報告ベースへの財務指標の調整の定義は、営業・ファイナンシャル

レビューを参照ください。 

3. 「ブロックバスター」は 12カ月間の製品売上が 10億ドルを超える医薬品と定義されます。 

4. 持続可能かつ継続的収入とは一時金の受領を除く社外提携収入と定義されます。 

 

パイプライン：予定されている主なニュース 

イノベーションはアンメット・メディカルニーズへの対応に不可欠であり、当社の成長戦略

の中心にあります。研究開発への集中はパイプラインの強い結果を生み出すことを目的とし

ています。 
 
 

2017年 

上半期 

フェソロデックス – 乳がん (1次治療): 規制当局判断 (日本)  

オラパリブ(olaparib) – 卵巣がん(2次治療): 薬事承認申請  

オラパリブ(olaparib) – 乳がん: データ readout 

タグリッソ – 肺がん (AURA3試験): 規制当局判断 (米国)  

デュルバルマブ- 膀胱がん: 規制当局判断(米国) 

durva +/- treme - 肺がん (ARCTIC試験): データ readout 

acalabrutinib – 血液がん: データ readout,薬事承認申請  (米国) (第 II相)# 

 

ビデュリオン – 自動注入器: 薬事承認申請  (米国) 

サクサグリプチン/ダパグリフロジン -2 型糖尿病: 規制当局判断 (米国)  
ZS-9 (ジルコニウムナトリウム環状ケイ酸塩) – 高カリウム血症: 規制当局判断 (米国、EU ) 

 

Bevespi – COPD (慢性閉塞性肺疾患) : 薬事承認申請 (EU) 

ベンラリズマブ – コントロール不良の重症喘息: 薬事承認申請 (日本) 

2017年 

年央 
durva +/- treme – 肺がん (MYSTIC試験): データ readout 
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2017年 

下半期 

フェソロデックス – 乳がん (1次治療): 規制当局判断 (米国, EU)  

オラパリブ(olaparib) – 乳がん: 薬事承認申請 

オラパリブ(olaparib) – 卵巣がん (1次治療): データ readout 

タグリッソ – 肺がん: 規制当局判断 (中国)  

タグリッソ – 肺がん (AURA3試験): 規制当局判断 (EU)  

タグリッソ – 肺がん (1次治療): データ readout 

デュルバルマブ – 肺がん (PACIFIC試験): データreadout, 薬事承認申請  (米国) 

durva +/- treme – 肺がん(MYSTIC試験): 薬事承認申請 

durva +/- treme – 肺がん (ARCTIC試験): 薬事承認申請 

durva +/- treme -  頭頸部がん(KESTREL試験): データ readout 

moxetumomab – 白血病: データ readout 

 

ベンラリズマブ – コントロール不良の重症喘息: 薬事承認申請  (米国) 

tralokinumab – コントロール不良の重症喘息；データ readout 

2018年 

オラパリブ(olaparib) – 卵巣がん (1次治療): 薬事承認申請 

タグリッソ – 肺がん (1次治療): 薬事承認申請 

durva + treme – 肺がん (NEPTUNE試験): データ readout 

durva +/- treme - 頭頸部がん (KESTREL試験): 薬事承認申請  

durva +/- treme ­ 頭頸部がん (EAGLE試験): データreadout,薬事承認申請 

durva +/- treme – 膀胱がん (DANUBE試験): データreadout, 薬事承認申請 

moxetumomab – 白血病: 薬事承認申請 

selumetinib – 甲状腺がん: データreadout, 薬事承認申請 

 

ブリリンタ – 2型糖尿病 / 冠動脈疾患: データ readout, 薬事承認申請 

ビデュリオン – 心血管系 (CV) アウトカム試験: データ readout, 薬事承認申請  

roxadustat – 貧血: データ readout (アストラゼネカ資金提供試験), 薬事承認申請 

Duaklir - COPD: 薬事承認申請  (米国) 

ベンラリズマブ – コントロール不良の重症喘息: 薬事承認申請 (EU) 

tralokinumab - コントロール不良の重症喘息: 薬事承認申請  

PT010 - COPD: データ readout, 薬事承認申請 

 

anifrolumab – 狼瘡: データ readout 

 

特段の記載がない限り、本セクションのデータ readoutは第 III相データの readoutを示す。 

*無作為化対照試験に先んじる早期上市機会の可能性 

 

 

業績発表プレゼンテーション 

経営陣の主催による投資家およびアナリストを対象とする電話会議およびウェブキャストは、

英国時間の 2月 2日に開始されました。詳細については http://astrazeneca.com/investors.か

らアクセス可能です。 

 

業績発表カレンダー 

当社は 2017年 4月 27日に 2017年度第 1四半期の財務業績を発表する予定です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

http://astrazeneca.com/investors
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製品売上高 

 

主要医薬品の業績を以下に示します。地域別業績は次ページに示しています。 

 

 2016年通年 2016年第 4四半期 

 100万 

ドル 

% 対製品売上

合計比率 

% 増減 100万

ドル 

% 増減 

 CER 実質 CER 実質 

オンコロジー        

イレッサ 513 2 (5) (6) 118 (11) (9) 

タグリッソ 423 2 n/m n/m 147 n/m n/m 

オラパリブ(olaparib) 218 1 n/m n/m 62 72 72 

        
Legacy:        

フェソロデックス 830 4 19 18 222 19 20 

ゾラデックス 816 4 - - 235 13 19 

カソデックス 247 1 (9) (7) 60 (8) (5) 

アリミデックス 232 1 (6) (7) 57 (7) (5) 

その他 104 - (26) (21) 29 - 12 

オンコロジー合計 3,383 16 20 20 930 26 30 

循環器・免疫疾患        

ブリリンタ 839 4 39 36 236 37 36 

Farxiga・フォシーガ 835 4 72 70 239 57 57 

オングリザ 720 3 (6) (8) 149 (21) (22) 

ビデュリオン 578 3 - - 142 (8) (8) 

バイエッタ 254 1 (19) (20) 55 (22) (24) 

        
Legacy:        

クレストール 3,401 16 (32) (32) 631 (53) (52) 

セロケン/Toprol-XL 737 3 9 4 178 14 11 

アタカンド 315 1 (8) (13) 81 (5) (6) 

その他 437 2 (26) (28) 100 (31) (32) 

循環器・免疫疾患合計 8,116 38 (13) (14) 1,811 (26) (26) 

呼吸器        

シムビコート 2,989 14 (10) (12) 740 (13) (14) 

パルミコート 1,061 5 8 5 288 8 5 

Tudorza/Eklira 170 1 (9) (11) 36 (23) (23) 

Daliresp/Daxas 154 1 48 48 41 28 28 

Duaklir 63 - n/m n/m 19 58 58 

その他 316 1 27 22 86 37 32 

呼吸器合計 4,753 22 (3) (5) 1,210 (5) (6) 

その他        

ネキシウム 2,032 10 (18) (19) 491 (15) (13) 

セロクエル XR 735 3 (27) (28) 118 (51) (51) 

シナジス 677 3 2 2 302 10 10 

Losec/Prilosec 276 1 (17) (19) 59 (23) (23) 

Movantik/Moventig 104 - (59) (64) 67 (60) (65) 

FluMist/Fluenz 91 - n/m n/m 26 73 73 

その他 1,152 5 (20) (23) 246 (34) (35) 

合計 5,067 24 (19) (20) 1,309 (25) (25) 

製品売上合計  21,319 100 (8) (10) 5,260 (15) (15) 

 



News Release 
 

Page5/6 
 

 

地域別製品売上高 

 

 2016年通年 2016年第 4四半期 

 100万 

ドル 

% 対 

総売上 

% 増減 100万 

ドル 

% 増減 

 CER 実質 CER 実質 

米国 7,365 35 (22) (22) 1,618 (37) (37) 

        
ヨーロッパ 5,064 24 (3) (5) 1,332 (3) (6) 

        
ROW の既成市場 1 3,096 15 (4) 2 824 (6) 5 

 日本 2,184 10 (3) 8 591 (5) 9 

 カナダ 497 2 (2) (7) 126 (5) (6) 

 その他 415 2 (10) (12) 107 (10) (4) 

        
新興市場 2 5,794 27 6 - 1,486 7 4 

 中国 2,636 12 10 4 609 8 2 

 中国以外 3,158 15 3 (4) 877 6 5 

        
合計 21,319 100 (8) (10) 5,260 (15) (15) 

1ROW の既成市場を構成するのは、日本、カナダ、オーストラリアおよびニュージーランドです。 
2新興市場を構成するのは、ブラジル、中国、インド、メキシコ、ロシア、およびトルコを含む上記以外の全て

の ROW 地域です。 

 

米国（通年売上は 22%減の 73億 6,500万ドル） 

通年の米国売上の減少は 2016 年 7 月に米国市場に参入したクレストール後発品の競合を反
映しています。不利なマネジドケアの価格設定および継続する熾烈な競合によりシムビコー
トの売上も影響を受けました。 

 

ヨーロッパ（通年売上は 3%減の 50億 6,400万ドル） 

ヨーロッパの通年売上は、フォシーガ（52%増の 1 億 8,700 万ドル）および Brilique（15%

増の 2億 5,800 万ドル）が力強い売上成長を遂げましたが、シムビコートの売上減少（12%

減の 9億 900万ドル）がそれを上回り、減少しました。しかし、シムビコートは先発品およ
びアナログ製剤の競合にもかかわらず、数量ベースで ISC/LABA（吸入ステロイド・長時間

作動型 β刺激薬）のトップブランドとしての地位を維持しました。オラパリブ(olaparib)およ

びタグリッソの売上は、それぞれ 8,100万ドル、7,600万ドルに伸長しました。 

 

ROW の既成市場（通年売上は 4%減の 30億 9,600万ドル） 

米国以外（ROW）の既成市場におけるフォシーガの通年売上は 72%増の 5,800 万ドルでし

た。ネキシウムの売上は 10%減少し 5億 3,700万ドルでした。 

 

日本の売上は、3%減の 21 億 8,400 万ドルで、2016 年 4 月に実施された隔年の薬価改定を

反映しています。この売上減は通年で安定したクレストールの売上 5億 2,100万ドルにより

一部緩和されました。タグリッソの売上は日本における 2016 年 5 月の発売以降 8,200 万ド

ルに達しました。  

 

新興市場（通年売上は 6%増の 57億 9,400万ドル） 

全世界の製品売上の 27%を占める新興市場はアストラゼネカの 2 番目に大きな売上を持つ

地域です。 

 



News Release 
 

Page6/6 
 

新興市場の通年の売上成長は、ブラジル以外の通年売上が 5 億 1,600 万ドルへと 7%減少し

た南米のマクロ経済の困難な状況により影響を受けました。また、サウジアラビア政府によ

る大医療費削減およびベネズエラにおけるアストラゼネカの事業活動の縮小による売上への

マイナス影響がありました。しかし、中国の売上は 10%増加し 26億 3,600万ドルを計上し、

通年の新興市場売上の 45%を占めました。 

 

ブラジルの売上は、フォシーガ（50%増の 2,800万ドル）、オンコロジー製品（1%増の 8,200

万ドル）およびセロケン（6%増の 6,300万ドル） の堅調な業績を反映し、2%増の 3億 4,800

万ドルでした。ロシアの売上は、循環器・代謝性疾患治療薬の強力な売上（38 %増の 80,00

万ドル）にけん引され、13%増の 2億 3,300万ドルでした。 

 

多くのアストラゼネカの医薬品が 2016 年に社外導出あるいは売却され、製品売上にマイナ

スの影響を与えました。 

以上 

 

＊＊＊＊＊ 

 

アストラゼネカについて 

アストラゼネカは、サイエンス志向のグローバルなバイオ・医薬品企業であり、主に呼吸器・

自己免疫疾患、循環器・代謝疾患、オンコロジーの 3つの重点領域において、医療用医薬品

の創薬、開発、製造およびマーケティング・営業活動に従事しています。また、炎症、感染

症およびニューロサイエンスの領域においても、他社との提携を通じて積極的に活動してい

ます。当社は、100 カ国以上で事業を展開しており、その革新的な医薬品は世界中で多くの

患者さんに使用されています。詳細については http://www.astrazeneca.com をご覧ください。 
 

日本においては、主にオンコロジー、循環器・代謝疾患、呼吸器・自己免疫疾患を重点領域

として患者さんの健康と医療の発展への更なる貢献を果たすべく活動しています。当社につ

いては http://www.astrazeneca.co.jpをご覧ください。 

 

http://www.astrazeneca.com/
http://www.astrazeneca.co.jp/

